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別紙①ビラを 26年 2月 24日、

ご近所の３０軒へポスティング

したところ、その日から犬リー

ド引き離しはなくなりました。

３０軒の中に犯人がいるのかも

しれません。

当方の活動をにがにがしく思っ

ている者の犯行かと思いますが、

別紙②をご覧になり、現状を把

握してください。
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被疑者不明
犬リード離し事件

当方が保護している犬２匹のうち、１匹がこの一週間のうち３回も深夜に逃げました。

その一匹が逃げると、もう一匹がすごい声で吠えます。それによってご近所が迷惑します。

犬が逃げたのはこの４日間で３回です。

犬をつないでいるリードを何者かが外しに来た可能性があります。

２６年２月２１日（木）夜

２６年２月２２日（土）夜１１時３０分頃

２６年２月２４日（月）０時頃

また、逃がされた犬は引き綱を外されると、はしゃいで、必ずといっていいほど、私の目

に入らない場所にウンチをします。それによってご近所が迷惑します。ご近所から私が迷

惑がられると、私がここに住みにくくなると想定してのイヤガラセ目的ではないでしょう

か。

つなぎ方が悪いのかと逃げる度に点検したところ、リードをつないでいるフックには異常

はありません。犬が逃げる度に毎回、しっかりと点検しています。

この経緯から、やはり、当方を陥れるために動いている人間がいると推察できます。

昨年は、無職の男が、私が歩いているだけで「どこへ行くんだ」と呼び止め、警察へ通報

するという嫌がらせをしました。

また、エサをやるだけで不妊手術を受けさずに不幸な猫をさんざん増やし、私にむかって

「オマエが手術費を出せ」と命令する見るからに奇怪な老婆もいます。その老婆の不道徳

ぶりを私が批判していたのを、この男は見ていました。そして、私が老婆を虐めているこ

とにでっちあげて警察へ通報しています。そんな暇があるなら、国から保護を受けていな

いで仕事を探すべきです。

当方はすでに３０００万円以上もの私財を投じて、去勢不妊費用をケチる者らに代わって

肩代わりしてきました。そのため福島でもトップレベルのボロ屋敷に住んでいます。

尚、ここへ引っ越してきてから６回ほど下着泥棒にあいました。下着泥棒との関連性につ

いては解りません。

※この文書は福島署生活安全課、県警本部県民サービス課へ送付済み

〒 960-8066福島市矢剣町 11-3星野節子 024-563-7650（電話、ファックス）
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猫嫌いの人からも愛される、

繁殖の反社会性を広め、去勢不妊を実践する活動。

保健所は野良猫を捕まえて処分することはできない。法律上、そうなっている。

私たちのような活動をする者がいなかったら、野良猫が街中にあふれ、建設的な解決策が

見つからず、毒殺という後ろ向きな解決方法しかないだろう。それでスッキリするという

人にとっては、私たちの活動の存在意義など全くないだろう。

しかし、多少なりとも動物に憐れみの感情があるなら、毒殺したら後味が悪いはず。

事実、毒殺した者が、後悔からイローゼになったとか幻覚幻聴があるとか、毒殺した者の

孫が学校で虐められて登校拒否になったそうだ。

毒殺がだめなら「エサあげ禁止」という方法を思いつくだろうが、これは生命維持の妨害

にあたり、動物愛護法に反する。

結局、野良猫の場合、エサをあげて、去勢不妊を徹底して一代限りの給餌という建設的な

方法しかない。

その場合、「去勢不妊を受けさせる気が無い方は、絶対にエサを与えないでください。ま

すます不幸な命が増え、悲惨な死に方をするいのちを増やすだけ。それとも善意の人の良

心につけ込んで手術費を出させるように仕向けますか。そんなことをするとそれなりの外

見になり、人生の全てが悪循環になります」という広報が必要。なぜなら道徳心に訴えか

けたところで道義心のない者には効かない。因果応報を示す必要がある。

エサを与えている人が全頭を家に連れて帰れば良い、というのもかなり無理がある。なぜ

なら、まじめに活動している人ならば、すでに二桁の頭数を保護している。

無責任にエサを与えて増やした者には家に連れて帰る義務があるが、無責任なエサあげお

ばさん達の尻ぬぐいで去勢不妊をしまくっている人間にその義務はない。

野良猫が増える原因は、概ね以下の４点。

●飼い猫に去勢不妊を受けさせず野良化させる。

●野良猫にエサを与えて去勢不妊をうけさせない。

●ペット店・ブリーダーが捨てる。

●飼い猫を産ませた人が、一日も早く家から追い出す目的で、誰かれ構わず譲渡す

る。貰われていった先で野良化する。

ここでは猫についてのみ示したが動物の種類を問わず、繁殖の反社会性を広めることが、嫌

いな人にとっても住み心地の良い社会になる。無論、動物を心から思いやる者ならばとっく

に去勢不妊を理解し、手術費をケチることはしません。手術費が惜しくて動物を捨てるのは

野蛮で、それなりの人相をしています。去勢不妊を受けさせれば、それだけでまともな人相

かというとそうではありません。他人を妬むとそれなりの人相でいずれガンになります。

〒 960-8066福島市矢剣町 11-3星野節子 024-563-7650（電話、ファックス）
http://www2.tky.3web.ne.jp/~meme/

「アニマルポリス 星野」で検索できます

http://ameblo.jp/animal-police

http://www2.tky.3web.ne.jp/%7Ememe/

